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一 軸 拘 束 下 に お け る 熱 応 力 挙 動 の 調 査
およびれんが構造体としての応力解析技術の確立
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2020年度 研究成果

マグネシアれんが

アルミナれんが

実験 シミュレーション
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ピーク
• 高さ 一定
• 位置 一定
異なる傾向を示した

ピーク
• 高さ 初期荷重依存
• 位置 初期荷重依存
過去報告の結果と同傾向

クリープ+破壊
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クリープ特性適用

一軸拘束熱応力試験により得られる結果の意味，材料評価における位置づけについて理解を深めるた
め，異なる材質系での測定，FEMシミュレーションを活用した解析を実施した。

測定 モデル化 シミュレーション
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高アルミナれんがと高純度マグネシアれんがで
熱応力試験を実施

材料の変形に係る特性を変えて発生応力を
シミュレーション

• ピーク発生を再現
• 形状が初期荷重に依存
アルミナれんがに近い

• ピーク高さ低減
• 初期荷重依存性低減
マグネシアれんがに近くなった

• 実験結果がシミュレーションによってある程度再現できた
• 温度-応力挙動の解析することで材料の応力緩和機構についての情報が得られることが示唆された
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